
 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

中浜万次郎（ジョン万次郎）は、現在の高知県土佐清水市の足摺岬に近い小さな漁村（中の浜）で１８２７年
に生まれました。１４才の時、郷里から少し離れた宇佐の港から仲間と一緒に漁に出て遭難し、無人島の鳥島に
辿り着きます。 
そこで数か月間のサバイバル生活を経て、アメリカの捕鯨船「ジョン・ハウランド号」（ホイットフィールド船長）
により奇跡的に救助されます。 
そのまま船長に連れられてアメリカに渡り、異国の人々や文化に驚くも、船長の暖かい隣人愛で家族同様に
育てられます。勉学の機会も与えられて英語はもちろんのこと、航海術をはじめとする多くの知識や技術を身に
つけました。 
現地で成長すると同国の捕鯨船に乗り込んで働き、幾多の苦労を経て１８５１年、２４歳でついに念願の祖国
日本への帰還を敢行、実母とも再会します。 
帰国後のしばらくは取り調べを受けましたが、やがて幕末の激動の中で幕府の直参となり、役人や知識人ら
に西欧事情や文明を伝えました。そして日本は開国の時を迎えます。 
開国後、万次郎は日米修好通商条約の批准に向かう使節の補助で渡米する「咸臨丸」に通訳として乗船し
ましたが、高い航海技術も評価を受けて太平洋を無事横断、再びアメリカの地を踏みます。 
咸臨丸では勝海舟や福澤諭吉と交流し、日米親善の始まりの時を彼らと体感しました。 
大恩人のホイットフィールド船長とも感動の再会を果たし、万感の想いで別れを惜しみつつ、日本に戻ったの
でした。 
万次郎は１８９８年、７１歳でその生涯を東京で終えましたが、我が国が鎖国から開国へ、封建社会から明治
維新の近代国家へと大きく変わっていった当時、旧・開成学校（現・東京大学）の教授をはじめ、幕府や明治政
府の重要な役割を果たす半生を過ごしました。 
また、人間の平等・隣人愛を自ら実践した人物像や日米親善の扉を開いた功績は、特にアメリカで今もなお
高く評価されています。 

Email setokoku@gctv.ne.jp   http://www.gc-net.jp/scic/ 
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１月２３日（土）に、パルティせと５階アリーナにて、ジョン万次郎（中浜万次郎）直系５代目子孫の中濱 京氏

による講演会 「子孫が語る、日米の架け橋～ジョン万次郎の生涯～」 を開催しました。 

講演では、貴重な映像と共にジョン万次郎の生涯を中濱氏に語っていただき、子孫ならではのとても興味

深いお話に参加者の皆さんは真剣に耳を傾けていました。 

講演後の質問の時間には、たくさんの方から質問の挙手があり、中濱氏が一つ一つ丁寧にお答えになる

と、会場からは感嘆の声やうなずく姿が多くみられました。 

今回、申込開始直後から多くの方からのお申込みをいただき、この講演会への関心の高さを感じました。開

催を心待ちにしておられた方も多かったのではないでしょうか。丁寧にやさしく語られるお話に引き込まれ、時

間がとても短く感じられた講演会でした。 

中濱氏によれば、今回の講演で語れていない 

お話がまだまだあるそうです。 

今後も機会があればぜひ他のお話も聞いて 

みたいですね。 

  

★☆  講演会「子孫が語る、日米の架け橋～ジョン万次郎の生涯～」開催しました ☆★  

中浜万次郎（ジョン万次郎）について 
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外国語交流サロンより   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 

(土) 

英   語 中国語 

初級 １０：００～１１:３０ 中級 １４：００～１５：３０ １０：００～１１：３０ 

場 所 パートナー 場 所 パートナー 場 所 パートナー 

2 

20 第１学習室 ナターシャ 第１学習室 マリリン 第１会議室 高 秀環 

27 第１学習室 ナターシャ 第１学習室 マリリン お休み 

編集後記 

とても寒い日が続くと思えば、急に暖かく

なったりしますね。そんな時こそ体調を崩し

がちです。コロナウイルスに負けない身体 

作りを心掛けたいと思っています。 

暖かくなるのが待ち遠しいですね。 

（小村・栗原）             

発 行 ： 瀬戸市国際センター 事務局 
住 所 ： 〒489-0044 

瀬戸市栄町４５番地 パルティせと３階 
T E L ： 0561-88-2790   
F A X ： 0561-97-1171   
E -ma i l ： setokoku@gctv.ne.jp   
Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.gc-net.jp/scic/  
営業日時 ： 月～土曜日 8：30～17：15   
休業日時 ： 土曜日 12:00～13:00 

日曜日、祝日、年末年始 
 

 

≪２月の外国語交流サロン予定≫ 

パートナーの事情により、サ

ロンが中止となる場合がありま

す。ご了承下さい。 

サロンの最新情報は、ＨＰか 

お電話でご確認をお願いします。 

 

令和３年度瀬戸市国際センター継続会員・新規会員募集について 

瀬戸市国際センターでは、瀬戸市在住を問わず、どなたでも会員登録をしていただけます。 

新年度も新しく会員登録をしてくださる方を募集しております。お友達、お知り合いで当センターの 

活動に興味をお持ちの方がありましたら、ぜひお薦めください。もちろん、現在会員の方は、新年度も 

会員継続してくださいますよう、併せてお願いいたします。 

 ◎会員種別  年会費（４月から翌年３月まで） 

個人会員    ３，０００円 

ファミリー会員   ５，０００円 
（親子・夫婦２名まで参加可能) 

学生会員    １，０００円 

団体会員   １０，０００円（４名まで参加可能） 

 

◎会員特典 
1. センター主催のイベントや講座などに、会員料金
で参加できる。 

2. 外国語交流サロンに参加できる。 

3. センター所有の語学教材や図書を借りられる。 

4. 語学学習や国際交流事業に対し、補助・支援を
受けることができる。  他 
※年度当初の総会等において、会員特典は変更 

されることがあります。 

外国語交流サロンは、土曜日にパルティせとで開催しています。 

サロンご参加にあたっては、引き続き新型コロナウイルス感染 

防止のためのご協力をお願いします。 

マスクを着用のうえ、３階国際センターの受付カウンターでお名

前と電話番号を記入してからサロンの部屋へ行っていただきます。 

会員の皆さまで、サロン未経験の方も楽しくお話しませんか？ 

事前予約は不要です。 お気軽にご参加ください♪ 

HP用 QR コード 


